

































































































三章 学園開発と小平村」，「第四章 戦時開発と町制施行」，「第五章 戦後小平町の出発」，「第六


























































「第七章 郊外都市と市民生活 第五節 くらしを支える仕組みと運動」に即して，見てゆこう。
７章があつかうのは1970年代だが，その時代の課題について，まずはこういう説明がある。
「一九六〇年代の小平市のくらしでは，子育てと教育が焦点だったのに対して，一九七〇年代に
なると，それらに福祉と医療が加わり，新たに福祉を軸にしたくらしを支える仕組みが求められる
ようになった。」
では，その課題を担ったのは誰なのだろうか。
「福祉・医療・教育を軸にしたくらしの仕組みがつくられていくうえで，人びとの運動が大きな
役割をはたした。福祉をはじめとした運動が小平のくらしのあり方を大きく替えることになる。」
ここでいう「運動」とは，先にも見たように「他者に働きかける」市民の実践を意味していて，
これと対になるのが「活動」という言葉である。その運動の主体として，ここでは1973（昭和48）
年に結成された「障害者の権利を守り生活の向上をめざす小平の会」が紹介されている。
この会は「それまでの障害者団体は，障害の種別ごとにつくられて」いて，「障害者問題全体を
視野に入れた幅広い活動や運動は展開しにくかった」ので，「精神障害や難病を含む障害者問題全
体に取り組」むことができる組織として結成されたのであり，「小平養護学校の教職員や地域の障
害者，障害者の家族，保健所職員，福祉事務所のケースワーカー，障害児学級・養護学校の教員，
障害幼児通園の保母，医者，社会福祉を学ぶ学生，社会福祉協議会の職員」など，「小平養護学校
を結節点にして，障害者や福祉に携わり，関心をもつ人びとが広く集まった」と説明される。
７章では，「障害者の権利を守り生活の向上をめざす小平の会」発行の『めざす会ニュース』や，
関連団体である「あさやけ作業所」の『あさやけだより』の各号などを典拠・参考として，運動の
さまざまな展開やその結果が叙述されている。そして，それらを総括して，以下の言葉が綴られ
る。
「小平市において，「地域ぐるみ」で福祉に取り組む考えや，福祉を「生活・教育・医療・労働」
と結びつけ，「街づくり」の課題とする考え，「生存権的基本権」と位置づけ，地域で「連帯の輪」
をひろげる考えなどは，いずれも福祉の運動のなかで手さぐりで提起され，ひろがっていった」
この『めざす会ニュース』や『あさやけだより』が，私たちが提供できた“市民活動資料”であ
る。
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(4) たとえば「第一章 村の維新」であつかう自由民権運動は，「改良」というキーワードで語られることになる
と思うが，それが妥当かどうか。従来「革命」や「変革」で説明されてきた事柄であるだけに，議論を呼ぶこと
が予想される。
おわりに
昨2013年７月14日，『小平市史 近現代編』の監修者である大門正克氏を招き，シンポジウム
を開催した（５）。この日の席上，大門氏は「『小平市史 近現代編』の編纂をする中で，「市民活動
資料センターの会」の資料が，決定的に重要だった。その一つが，「障害者（児）の権利を守り生
活の向上をめざす小平の会」から毎月１回発行されていた『めざす会ニュース』と『あさやけだよ
り』だった」と発言し，私たちをたいへんに喜ばせた。私が『小平市史 近現代編』を繙いたのも，
この言葉に触発されたからだ。では，どういう意味で，「決定的に重要だった」のだろうか。これ
についても，大門氏の発言から引用させていただく。
「「資料センターの会」の資料を活用することで，『小平市史 近現代編』は福祉の運動の時代の
歴史的意味を鮮明にすることができた。また，小平市民の歴史にかかわる活動を地域の歴史意識の
形成・蓄積として位置づける『小平市史 近現代編』の視点が，「資料センターの会」の存在の意
味を照らし出した。その意味で，「資料センターの会」の活動は，それ自体が地域における歴史意
識を育むものといえよう。」
「福祉の運動の時代の歴史的意味」については，前章の末尾で紹介した総括の言葉を想起して欲
しい。“市民活動資料”の価値や意義，その活用という観点からすれば，むしろ発言の後段に注目
したい。“市民活動資料”を収集し，保管し，公開しようと，努めてきた私たちの会の活動を，大
門氏は「地域における歴史意識を育むもの」と意味づけた。たしかに，“市民活動資料”は，地域
の歴史意識と密接に関わっている，と私も思う。地域史や自分史は，行政資料をもってしても描け
るわけではなく，どうしても“市民活動資料”は必要である。ただし，過去を振りかえる時に不可
欠な資料ということにとどまらず，“市民活動資料”はそれが作られたその時にあっても（冒頭で
の言い方を踏襲すれば，“旬”になる），地域の歴史意識に深く関わっているのではないだろうか。
市民が，自身や自分たちの考えを表現し，社会のありさまを自らの位置から描いてみせるのが，
“市民活動資料”だと，仮に定義すると，歴史意識なるものは，実は，そうした行為の積み重ねに
より，形づくられ，育まれていくのではないだろうか。
（すぎやま・ひろし　市民活動資料・情報センターをつくる会／町田市立自由民権資料館勤務）
『小平市史　近現代編』（「第７章　郊外都市と市民生活　第５節　くらしを支える仕組みと運動」）におけ
る典拠・参考資料
（著・編・発行者など，『題名』巻号，（発行年月），【所蔵・保管者】）
１ くらしと仕組み
２ 学校教育と保育
東京都総務局統計部『学校基本調査報告』（各冊）【東京都立中央図書館など】
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(5) 2013年７月14日，立川市子ども未来センターにおいて，市民活動資料・情報センターをつくる会が主催とな
り「基金創設３周年記念シンポジウム 求められるものに応えていくために」と題したシンポジウムを開催した。
パネラーは，大門正克氏の他，平野泉氏（立教大学共生社会研究センター），および杉山弘が務めた。当日の概
要は，市民活動資料・情報センターをつくる会編『市民アーカイブ』№４，2013年11月，に収録されている。
小平第一小学校PTA『ひろば』41～92号（1973／１～85／12）【小平市立小平第一小学校】
小平第二小学校PTA『ひまわり』22～48号（1973／３～80／６）【小平市立小平第二小学校】
小平第一中学校PTA『小平一中PTAしんぶん』50～73号（1972／３～79／12）【小平市立小平第一中学校】
小平一中課外クラブ連絡協議会『小平一中課外クラブ連絡協議会関係綴』（1972～84）【同上】
東京都教育庁『東京都教育例規集 昭和48年度版』（1973）【東京都立中央図書館など】
東京都総務局統計部『学校基本調査報告』（1961・1971）【同上】
小平に都立学校増設をすすめる会『小平に都立学校増設をすすめる会だより』１～13号（74／３～77・12）【市
民活動資料・情報センターをつくる会】
同上『総会資料』（1976・６）【同上】
小平・高校問題協議会『小平・高校問題協議会だより』16～35号（1978／８～1985／６）【同上】
３ 公民館と社会教育
小平市立公民館『こだいら公民館三〇年の歩み』（1980／３）【小平市立図書館】
同上『小平公民館ニュース』22～25号（1970／１～４）【小平市中央公民館】
小平市『小平市報』183号（1970／４）【小平市立図書館】
小平市中央公民館『こだいら公民館だより』44～49号（1971／９～79／１）【同上】
小平市公民館利用者懇談会『利用者懇談会ニュース』（1976／9～79／1）【小平市中央公民館】
小平市公民館青年学級連絡会『連絡会ニュース』（５号・1970／４）【同上】
小平市公民館青年学級連絡会『かかし』（29号・1971／12／26）【同上】
小平市公民館青年学級連絡会『ともしび』13・16号（1970・73）【同上】
小平市教育委員会『小平の社会教育』（各冊・各年度）【小平市立図書館】
小平市中央公民館『こだいら公民館四〇年のあゆみ創立四〇周年記念』（1990）【同上】
小平市中央公民館けやき青年教室『けやき（文集）』（1982）【小平市中央公民館】
小平・教育を考える母親の会『母親のみた教科書』（1971）【小平市立図書館】
小平市『小平市三〇年史』（1994）【同上】
小平婦人の会『あゆみ』２号（1979）【同上】
同上『小平婦人の会だより』18・21号（1979／６・10）【同上】
公民館保育室を考える会『小平公民館保育室について』（1979）【小平市中央公民館】
小平市公民館『小平市公民館保育室だより』１～７号（1979～81）【同上】
小平市明寿会『明寿』10～61号（1971／２～84／10）【小平市立図書館】
小平市『市報こだいら』310・314号（1975／７・９）【同上】
小平市中央公民館『シルバー大学 昭和57年度』（1982）【同上】
４ 医療と福祉
小平市社会福祉協議会『小平社協だより』８～19号（1969／４～76／１）【小平市社会福祉協議会】
小平市民生・児童委員協議会『民協だより』３号（1972／９）【小平市中央図書館】
小平市社会福祉協議会『社協三十年のあゆみ』（1997）【同上】
小平市『小平市三〇年史』（1994）【同上】
小平市医師会『小平市医師会史』（1982）【同上】
小平・東村山地域精神衛生業務連絡会『地域精神衛生のあゆみ』（1976）【同上】
外口玉子・最上キクエ「“拒否的”なひとり暮らしの老婦人が医療を利用していった過程と，そこにおける保健婦
の働きかけをめぐって」（『問われ，問いつづける看護』1977・星和書店）【東京都立多摩図書館】
「座談会 上野さん（仮名）を支える活動から私達が学んだことは……」（『保健婦雑誌』33巻７号・1977／７）
【国立国会図書館】
５ 運 動
小平婦人の会『あゆみ』１・２号（1979）【小平市立図書館】
障害者（児）の権利を守り生活の向上をめざす小平の会『めざす会ニュース』１～34号（1973／８～76／６）
【市民活動資料・情報センターをつくる会】
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「西武鉄道・小川駅の改善をすすめる会」編集委員会『ああ エレベーター』1986・みくに書房【小平市立図書
館】
社団法人ときわ会あさやけ作業所後援会『あさやけの仲間たち』1979【同上】
小平市民生・児童委員協議会『民協だより』３号（1972／９）【市民活動資料・情報センターをつくる会】
あさやけ作業所「あさやけ作業所 五十一年度決算報告」（1977／４）【同上】
同上『あさやけだより』８～49号（1977／５～80／11）【同上】
地域精神保健連絡協議会『地域精神衛生活動のあゆみ（第Ⅱ集）』（1988）【小平市立図書館】
６　この時代の特徴
※上記一覧の作成にあたり，大門正克氏と鈴木理彦氏にご協力いただきました。この場を借りて，お礼申し上
げます。
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